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(57)【要約】
【課題】鋼板、特に亜鉛めっき鋼板への付着性に優れ、かつ防食性の良好な塗膜を形成す
ることができる防食塗料を提供することを目的とする。
【解決手段】主剤と硬化剤とを含む２液硬化型エポキシ樹脂塗料組成物であって、該主剤
が少なくとも、ＪＩＳ　Ｋ　２２５６に規定される混合アニリン点又はアニリン点が１２
～７０℃の範囲にある溶剤Ａと、該溶剤Ａに可溶であるエポキシ樹脂成分Ｂとを含み、該
エポキシ樹脂成分Ｂがエポキシ基を分子内に２個以上有するエポキシ樹脂を含み、該硬化
剤が、該溶剤Ａに可溶なウレタン変性アミン系化合物Ｃを含む塗料組成物。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　主剤と硬化剤とを含む２液硬化型エポキシ樹脂塗料組成物であって、
該主剤が少なくとも、ＪＩＳＫ２２５６に規定される混合アニリン点又はアニリン点が１
２～７０℃の範囲にある溶剤Ａと、該溶剤Ａに可溶であるエポキシ樹脂成分Ｂとを含み、
該エポキシ樹脂成分Ｂがエポキシ基を分子内に２個以上有するエポキシ樹脂を含み、
該硬化剤が、該溶剤Ａに可溶なウレタン変性アミン系化合物Ｃを含み、該ウレタン変性ア
ミン系化合物Ｃの含有量が１～１８質量％であることを特徴とする塗料組成物。
【請求項２】
前記ウレタン変性アミン系化合物Ｃが、下記構造（１）で表される化合物を含むものであ
る請求項１記載の塗料組成物。
【化１】

（式中、Ｒ1はヒドロキシル基を有するケチミンおよび／またはエナミンの前記ヒドロキ
シル基とイソシアネート基とを反応させ、ついで加水分解することによって形成される基
に含まれる、Ｈ2Ｎ－基と－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－ＮＨ基との間に介在する基を表し、Ｒ2は分
子量が５００～１００００であるポリアルキレンエーテルポリオールが有する２つのヒド
ロキシル基とイソシアネート基とを反応させて得られる基に含まれる、２つの－Ｏ－Ｃ（
＝Ｏ）－ＮＨ基の間に介在する基を表し、ｎは０～１を表す。）
【請求項３】
前記主剤または前記硬化剤の少なくとも一方には顔料成分Ｄを含み、該顔料成分Ｄは防錆
顔料を含みかつ該防錆顔料はホウ酸塩及びリン酸塩である、請求項１または２記載の塗料
組成物。
【請求項４】
前記顔料成分Ｄと樹脂成分（エポキシ樹脂Ｂとウレタン変性アミン化合物Ｃの合計）との
質量比が８０／２０～５０／５０である、請求項１～３いずれかに記載の塗料組成物。
【請求項５】
前記塗料組成物が、亜鉛めっき鋼板用途である請求項１～４いずれかに記載の塗料組成物
。
【請求項６】
主剤と硬化剤とを含む２液硬化型エポキシ樹脂塗料組成物による塗布方法であって、
該主剤が少なくとも、ＪＩＳ　Ｋ　２２５６に規定される混合アニリン点又はアニリン点
が１２～７０℃の範囲にある溶剤Ａと、該溶剤Ａに可溶であるエポキシ樹脂成分Ｂとを含
み、該エポキシ樹脂成分Ｂがエポキシ基を分子内に２個以上有するエポキシ樹脂を含み、
該硬化剤が、該溶剤Ａに可溶なウレタン変性アミン系化合物Ｃを含む塗料組成物による、
塗布方法。
【請求項７】
主剤と硬化剤とを含む２液硬化型エポキシ樹脂塗料組成物による塗布物であって、
該主剤が少なくとも、ＪＩＳ　Ｋ　２２５６に規定される混合アニリン点又はアニリン点
が１２～７０℃の範囲にある溶剤Ａと、該溶剤Ａに可溶であるエポキシ樹脂成分Ｂとを含
み、該エポキシ樹脂成分Ｂがエポキシ基を分子内に２個以上有するエポキシ樹脂を含み、
該硬化剤が、該溶剤Ａに可溶なウレタン変性アミン系化合物Ｃを含む塗料組成物による、
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塗布物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、鋼板用塗料に関し、詳しくは亜鉛めっきを施した鋼板等非鉄金属面の塗装に
適した塗料に関する。
【背景技術】
【０００２】
　鋼板表面に亜鉛めっきを施した亜鉛めっき鋼板は耐食性に優れるため、５０年の耐久性
があるとされているが、実際は２０数年で部分的な経時劣化が発生することから、１０～
１５年間隔で塗り替え塗装が行われる。
　経時劣化した部分は、表面をケレン処理し、エポキシ樹脂含有の防食塗料により改修す
ることが行われている（特許文献１）。
【０００３】
　特許文献１では、（ａ）エポキシ樹脂、（ｂ）ポリアミン化合物、（ｃ）水酸基価が５
０～１００ｍｇＫＯＨ／ｇの高反応性フェノール性水酸基を持つフェノール変性炭化水素
樹脂を含有する変性エポキシ樹脂塗料が開示されており、亜鉛めっき鋼板に対して優れた
付着性を有する塗膜を形成できることが記載されている。
【０００４】
　しかし、このような亜鉛めっき鋼板用の防食塗料はキシレンなどの樹脂溶解性の高い溶
剤を含むものが多く、弱溶剤系塗料において、亜鉛めっき鋼板に対して優れた付着性を有
するものは見出されていない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０００－１４４０４４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　従来の弱溶剤系防食塗料は、亜鉛めっき鋼板に対する付着性が十分ではなく、特に改修
のための防食塗装では、亜鉛めっき鋼板の部分によって劣化度が異なることから表面処理
程度も異なり、結果、亜鉛めっき鋼板では部分的に付着性の差が大きく出てくることとな
り、亜鉛めっき鋼板自体への付着性が優れた弱溶剤系塗料が求められていた。
【０００７】
　本発明は、鋼板、特に亜鉛めっき鋼板への付着性に優れ、かつ防食性の良好な塗膜を形
成することができる弱溶剤系防食塗料を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明者らは、弱溶剤に溶解する特定構造のウレタン変性アミン系化合物に着目し、本
発明を完成させるに至った。
【０００９】
　（１）主剤と硬化剤とを含む２液硬化型エポキシ樹脂塗料組成物であって、
該主剤が少なくとも、ＪＩＳ　Ｋ　２２５６に規定される混合アニリン点又はアニリン点
が１２～７０℃の範囲にある溶剤Ａと、該溶剤Ａに可溶であるエポキシ樹脂成分Ｂとを含
み、該エポキシ樹脂成分Ｂがエポキシ基を分子内に２個以上有するエポキシ樹脂を含み、
該ウレタン変性アミン系化合物Ｃの含有量が１～１８質量％であることを特徴とする塗料
組成物。
【００１０】
　（２）前記ウレタン変性アミン系化合物Ｃが、下記構造（１）で表される化合物を含む
ものである前記１記載の塗料組成物。
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【化１】

（式中、Ｒ1はヒドロキシル基を有するケチミンおよび／またはエナミンの前記ヒドロキ
シル基とイソシアネート基とを反応させ、ついで加水分解することによって形成される基
に含まれる、Ｈ２Ｎ－基と－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－ＮＨ基との間に介在する基を表し、Ｒ2は
分子量が５００～１００００であるポリアルキレンエーテルポリオールが有する２つのヒ
ドロキシル基とイソシアネート基とを反応させて得られる基に含まれる、２つの－Ｏ－Ｃ
（＝Ｏ）－ＮＨ基の間に介在する基を表し、ｎは０～１を表す。）
【００１１】
　（３）前記主剤または前記硬化剤の少なくとも一方には顔料成分Ｄを含み、該顔料成分
Ｄは防錆顔料を含みかつ該防錆顔料はホウ酸塩及びリン酸塩である、前記１または２記載
の塗料組成物。
【００１２】
　（４）前記顔料成分Ｄと樹脂成分（エポキシ樹脂Ｂとウレタン変性アミン化合物Ｃの合
計）との質量比が８０／２０～５０／５０である、前記１～３いずれかに記載の塗料組成
物。
　（５）前記塗料組成物が、亜鉛めっき鋼板用途である前記１～４いずれかに記載の塗料
組成物。
【００１３】
　（６）主剤と硬化剤とを含む２液硬化型エポキシ樹脂塗料組成物による塗布方法であっ
て、該主剤が少なくとも、ＪＩＳ　Ｋ　２２５６に規定される混合アニリン点又はアニリ
ン点が１２～７０℃の範囲にある溶剤Ａと、該溶剤Ａに可溶であるエポキシ樹脂成分Ｂと
を含み、該エポキシ樹脂成分Ｂがエポキシ基を分子内に２個以上有するエポキシ樹脂を含
み、該硬化剤が、該溶剤Ａに可溶なウレタン変性アミン系化合物Ｃを含む塗料組成物によ
る、塗布方法。
【００１４】
　（７）主剤と硬化剤とを含む２液硬化型エポキシ樹脂塗料組成物による塗布物であって
、該主剤が少なくとも、ＪＩＳ　Ｋ　２２５６に規定される混合アニリン点又はアニリン
点が１２～７０℃の範囲にある溶剤Ａと、該溶剤Ａに可溶であるエポキシ樹脂成分Ｂとを
含み、該エポキシ樹脂成分Ｂがエポキシ基を分子内に２個以上有するエポキシ樹脂を含み
、該硬化剤が、該溶剤Ａに可溶なウレタン変性アミン系化合物Ｃを含む塗料組成物による
、塗布物。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、鋼板、特に亜鉛めっき鋼板への付着性に優れ、かつ防食性の良好な塗
膜を形成することができる防食塗料を提供することができる。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明の実施形態について詳細に説明するが、本実施形態に限定されるものでは
ない。
　本発明の塗料組成物は主剤と硬化剤とを含む２液硬化型エポキシ樹脂塗料組成物であっ
て、該主剤が少なくとも、ＪＩＳ　Ｋ　２２５６に規定される混合アニリン点又はアニリ
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ン点が１２～７０℃の範囲にある溶剤Ａと、該溶剤Ａに可溶であるエポキシ樹脂成分Ｂと
を含み、該エポキシ樹脂成分Ｂがエポキシ基を分子内に２個以上有するエポキシ樹脂を含
み、該硬化剤が、該溶剤Ａに可溶なウレタン変性アミン系化合物Ｃを含むことを特徴とす
る。
【００１７】
＜溶剤Ａ＞
　本発明の溶剤は、ＪＩＳ　Ｋ　２２５６に規定される混合アニリン点又はアニリン点が
１２～７０℃の範囲にあることを特徴とする。この溶剤は、いわゆる弱溶剤と呼ばれる溶
剤であり、ノルマルヘキサン（アニリン点５９℃）、シクロヘキサン（アニリン点３０℃
）等の炭化水素系の溶剤である。
【００１８】
　本発明においてはエポキシ樹脂、ウレタン変性アミン化合物の種類によって適宜溶剤が
選択されるためそのアニリン点等も１２～７０℃の範囲で適宜選択することができる。そ
の他の溶剤を若干含むことは限定されないが、本発明の効果を十分発揮するためには、全
溶剤の５質量％以下であることが好ましい。
【００１９】
＜エポキシ樹脂成分Ｂ＞
　本発明のエポキシ樹脂Ｂとしては、ビスフェノール型、およびフェノールノボラック型
に代表される一般的なエポキシ樹脂を用いることができる。汎用タイプのエポキシ樹脂の
市販品としては、商品名「エピコート♯８２８」（ビスフェノールＡ型液状エポキシ樹脂
、エポキシ当量１８４～１９４、分子量約３８０、油化シェル化製）、「エピコート♯８
３４－９０Ｘ」（ビスフェノールＡ型固形エポキシ樹脂、エポキシ当量２３０～２７０、
分子量約４７０、油化シェル社製）、「エピコート♯１００１」（ビスフェノールＡ型固
形エポキシ樹脂、エポキシ当量４５０～５００、分子量約９００、油化シェル社製）、「
エピコート♯１００４」（ビスフェノールＡ型固形エポキシ樹脂、エポキシ当量８７５～
９７５、分子量約１６００、油化シェル社製）、「エピコート♯１００７」（ビスフェノ
ールＡ型固形エポキシ樹脂、エポキシ当量１７５０～２２００、分子量約２９００、油化
シェル社製）、「エピコート♯８０７」（ビスフェノールＦ型液状エポキシ樹脂、エポキ
シ当量１６０～１７５、分子量約３３０、油化シェル社製）商品名「エピコート♯１５４
」（フェノールノボラック型エポキシ樹脂、エポキシ当量１７６～１８０、分子量約５４
０、油化シェル社製）が挙げられる。
【００２０】
　可撓性タイプのエポキシ樹脂の市販品としては、商品名「ＹＲ－４５０」（ゴム変性エ
ポキシ樹脂、エポキシ当量４００～５００、分子量約８００～１０００、東都化成社製）
、ＤＩＣ株式会社製ＥＰＩＣＬＯＮ　ＥＸＡ－８３５ＬＶ」、「ＥＰＩＣＬＯＮ　８５０
Ｓ」、「ＥＰＩＣＬＯＮ　Ｎ７４０」、「ＥＰＩＣＬＯＮ　ＥＸＡ－８３０ＣＲＰ」、「
ＥＰＩＣＬＯＮ　ＥＸＡ－８３０ＬＶＰ」、「ＥＰＩＣＬＯＮ　ＨＰ－８２０」、三菱化
学株式会社製の「ｊＥＲ　８２８」、「ｊＥＲ　８０６」、「ｊＥＲ　１００１」、「ｊ
ＥＲ　８０１Ｎ」、「ｊＥＲ　８０７」、「ｊＥＲ　１５２」、「ｊＥＲ　６０４」、「
ｊＥＲ　６３０」、「ｊＥＲ　８７１」、「ｊＥＲ　ＹＸ８０００」、「ｊＥＲ　ＹＸ８
０３４」、「ｊＥＲ　ＹＸ４０００」、日本触媒株式会社製の「アクリセット　ＢＰＡ－
３２８」、日産化学株式会社製の「ＴＥＰＩＣ　ＳＰ」、株式会社ＡＤＥＫＡ製のＥＰ４
１００シリーズ、ＥＰ４０００シリーズ、ＥＰＵシリーズ、ダイセル化学工業株式会社製
のセロキサイドシリーズ、エポリードシリーズ、ＥＨＰＥシリーズ、東都化成株式会社製
のＹＤシリーズ、ＹＤＦシリーズ、ＹＤＣＮシリーズ、ＹＤＢシリーズ、ナガセケムテッ
クス株式会社製のデナコールシリーズ、共栄社化学株式会社製のエポライトシリーズ等が
挙げられる。
【００２１】
　本発明に用いられるエポキシ樹脂は上記エポキシ樹脂に限定されるものではなく、一般
に市販されているその他のエポキシ樹脂等も使用することができる。
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　本発明のエポキシ樹脂は、硬化性、塗膜の強靭性の点からエポキシ当量が１００～３０
００のものが好ましい。また塗膜の柔軟性の点からより好ましくは、１５０～１０００で
ある。
【００２２】
　上記エポキシ樹脂は、塗膜物性や塗装作業性の点から数平均分子量（ＧＰＣによるポリ
スチレン換算）が２００～５０００のものが好ましく、より好ましくは３００～２０００
である。
【００２３】
　本発明のエポキシ樹脂は、塗膜の防食性、柔軟性、塗り重ねインターバルの点からエポ
キシ塗料組成物の固形分中に、１０～６０質量％含むことが好ましく、より好ましくは、
１５～５０質量％である。
　本発明のエポキシ樹脂は、単独で用いてもよく、２種以上を併用してもよい。
【００２４】
＜ウレタン変性アミン系化合物Ｃ＞
　本発明のウレタン変性アミン化合物Ｃは、下記式（１）で表されるものであり、塗料組
成物中においては、硬化剤として機能する。そして溶剤Ａに可溶である。
　ここで溶剤Ａに可溶であるとは、ウレタン変性アミン化合物Ｃ１０gに対して石油系炭
化水素溶剤１００gを加えた時に、容易に均一な状態となり濁りを生じないことをいう。
【００２５】
【化２】

（式中、Ｒ1はヒドロキシル基を有するケチミンおよび／またはエナミンの前記ヒドロキ
シル基とイソシアネート基とを反応させ、ついで加水分解することによって形成される基
に含まれる、Ｈ2Ｎ－基と－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－ＮＨ基との間に介在する基を表し、Ｒ2は分
子量が５００～１００００であるポリアルキレンエーテルポリオールが有する２つのヒド
ロキシル基とイソシアネート基とを反応させて得られる基に含まれる、２つの－Ｏ－Ｃ（
＝Ｏ）－ＮＨ基の間に介在する基を表し、ｎは０～１を表す。）
　上記式（１）の化合物は、「ダイトクラールＵ－５３４２」（大都産業社製；アミン価
１１０～１４０）等として入手することができる。
 上記ウレタン変性アミン化合物Ｃは、単独で用いてもよく、２種以上を併用してもよい
。
【００２６】
　本発明において、ウレタン変性アミン化合物Ｃは、付着性、塗り重ねインターバルの点
から塗料組成物の固形分中に１～１８質量％含まれるものである。好ましくは、３～１５
質量％である。
【００２７】
＜顔料成分Ｄ＞
顔料成分Ｄは、着色顔料、体質顔料、防錆顔料の少なくともいずれかを含み、特に防錆顔
料を含んでいることが好ましい。
【００２８】
　着色顔料としては、例えば、酸化チタン、赤色酸化鉄、黄色酸化鉄、フタロシアニンブ
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ルー、フタロシアニングリーン、カーボンブラック、キナクリドンレッド、ナフトールレ
ッド、ベンズイミダゾロンイエロー、ハンザイエロー、ベンズイミダゾロンオレンジ及び
ジオキサジンバイオレット等が挙げられる。体質顔料としては、例えば、硫酸バリウム、
炭酸カルシウム、タルク、クレー、マイカ、アルミナ等が挙げられる。
【００２９】
　本発明の防錆顔料としては、例えば、リン酸系防錆顔料、ホウ酸系防錆顔料、モリブデ
ン酸系防錆顔料、バナジン酸系防錆顔料等を挙げることができ、このうちの１種又は２種
以上を組み合わせて使用することができるが、好ましくは、これらのなかから２種を組み
合わせて使用するのがよく、より好ましくは、リン酸系防錆顔料及びホウ酸系防錆顔料を
使用するのがよい。
【００３０】
　ここで、リン酸系防錆顔料としては、例えばオルトリン酸亜鉛、オルトリン酸カルシウ
ム、オルトリン酸アルミニウム、オルトリン酸マグネシウムなどのオルトリン酸金属塩、
ピロリン酸アルミニウム、ピロリン酸カルシウム、ピロリン酸錫、ピロリン酸鉄、ピロリ
ン酸チタン、ピロリン酸マグネシウム、ピロリン酸マンガンなどのピロリン酸金属塩、ト
リポリリン酸鉄、トリポリリン酸アルミニウムなどのトリポリリン酸金属塩、メタリン酸
アルミニウム、メタリン酸カルシウム、メタリン酸鉄、メタリン酸錫などのメタリン酸金
属塩、さらには、層状リン酸チタン、層状リン酸ジルコニウム、層状リン酸錫などのリン
酸金属塩系層状化合物等を挙げることができ、ホウ酸系防錆顔料としては、例えばホウ酸
バリウム、メタホウ酸バリウム、メタホウ酸カルシウム、メタホウ酸マグネシウム等を挙
げることができ、モリブデン酸系防錆顔料としては、例えばモリブデン酸亜鉛、モリブデ
ン酸カルシウム、モリブデン酸亜鉛カルシウム、モリブデン酸マグネシウム、モリブデン
酸ニッケル、モリブデン酸コバルト、モリブデン酸ストロンチウム、リンモリブデン酸亜
鉛、リンモリブデン酸カルシウム、リンモリブデン酸アルミニウム等を挙げることができ
、バナジン酸系防錆顔料としては、例えば五酸化バナジウム、バナジン酸カルシウム、メ
タバナジン酸カリウム、メタバナジン酸アンモニウム、メタバナジン酸ナトリウム等を挙
げることができる。
【００３１】
　本発明において、防錆顔料の配合割合については、防錆被膜の形成性、耐水性の点から
塗料組成物の固形分中１～４０質量％であることが好ましく、より好ましくは５～３０質
量％である。亜鉛めっき鋼板の亜鉛めっきと塗膜との界面に防錆皮膜が形成されるように
なり、高度な防錆性と付着性を得ることができる。
【００３２】
　リン酸系防錆顔料及びホウ酸系防錆顔料の配合質量割合は、１０／９０～９０／１０で
あり、好ましくは３０／７０～７０／３０である。特に、ウレタン変性アミン化合物と、
リン酸系防錆顔料及びホウ酸系防錆顔料を組み合わせて配合した場合には、塗膜の付着耐
久性がより高まる効果を示す。
【００３３】
　また顔料成分Ｄと樹脂成分（エポキシ樹脂Ｂとウレタン変性アミン化合物Ｃの合計）の
質量比は、８０／２０～５０／５０であることが防錆被膜の形成性、付着性の点から好ま
しい。
【００３４】
＜その他の添加剤＞
　また、本発明の塗料組成物については、更に必要に応じて、顔料分散剤、消泡剤、表面
調整剤、紫外線吸収剤、光安定剤、ドライヤー、皮張り防止剤、レベリング剤等の通常の
塗料用添加剤を配合することができる。
【００３５】
＜用途＞
　本発明において、塗料組成物を塗装する対象の非鉄金属鋼板は、例えば、亜鉛めっき鋼
板については、好適には亜鉛めっき処理された鋼材を用いた構造物を挙げることができ、
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例えば、送電や通信用の鉄塔、橋梁施設、各種プラント等を例示することができるが、こ
れらに制限されるものではない。
【００３６】
　また、塗装対象の亜鉛めっき鋼板は、旧塗膜を除去した後に本発明の塗料組成物を塗装
するようにしてもよく、旧塗膜を残したまま塗装するようにしてもよい。すなわち、例え
ば２～４種ケレンに素地調整された亜鉛めっき鋼板に対して塗装しても、付着性に優れた
塗膜を得ることができる。
【００３７】
＜塗布方法＞
　塗料組成物の塗装方法については特に制限されず、例えば、刷毛塗り、ローラー塗装、
エアスプレー塗装、エアレススプレー塗装等の公知の塗装手段を利用することができる。
【実施例】
【００３８】
　以下実施例をもって本発明を具体的に説明する。実施例１～９よび比較例１～４では、
表１（質量部）に示すように各素材を混合、練合し、主剤、硬化剤を作製した。エポキシ
樹脂、ウレタン変性アミン化合物は、それぞれ主剤、硬化剤に均一に溶解した。硬化剤は
、使用する直前に主剤と混合し、各種試験に供した。
【００３９】
　なお、表１に記載のエポキシ樹脂、リン酸塩系防錆顔料、ホウ酸塩系防錆顔料、タルク
、カオリン、酸化チタン、ウレタン変性アミン、ポリアミン、ポリアミドアミンについて
は、以下のものである。
【００４０】
・エポキシ樹脂：「ＥＰＩＣＲＯＮ　５９２０―７０ＭＳ」、アルキルフェノールノボラ
ック型エポキシ変性樹脂のミネラルスピリット溶液（固形分７０％）、エポキシ当量８９
０～９７０、ＤＩＣ(株)製
・リン酸塩系防錆顔料：「Ｋ－ＷＨＩＴＥ　＃８２」、縮合リン酸アルミニウム、テイカ
(株)製
・ホウ酸塩系防錆顔料：「メタ硼酸バリウムＢＵＳＡＮ　１１－Ｍ１」、メタホウ酸バリ
ウム、堺化学工業(株)製
・タルク：「タルクＰＫ－５０」、含水珪酸マグネシウム、富士タルク工業(株)製
・カオリン：「Ｎｅｏｇｅｎ２０００」、焼成カオリン、Ｉｍｅｒｙｓ　Ｋａｏｌｉｎ　
Ｉｎｃ．，製
・酸化チタン：「ＴＩＴＯＮＥ　Ｒ－５Ｎ」、酸化チタン(ＩＶ)、堺化学工業(株)製
・ウレタン変性アミン：「ダイトクラール　Ｕ－６１８１」、ウレタン変性脂環式ポリア
ミン溶液（固形分９０％）、アミン価１１０～１３０大都産業(株)製
・ポリアミン：「フジキュアー　ＦＸＰ８０８６」、変性脂肪族ポリアミン、アミン価２
００～２２０、(株)Ｔ＆Ｋ　ＴＯＫＡ製　
・ポリアミドアミン：「トーマイド　ＴＸＰ－６９６」、ポリアミドアミン、アミン価３
１０～３５０、(株)Ｔ＆Ｋ　ＴＯＫＡ製　
・石油系炭化水素溶剤：ソルベッソ１００（エクソンモービル社製、混合アニリン点：１
４℃）
・アルコール系溶剤：イソブチルアルコール
【００４１】
　ＪＩＳ　Ｋ５６００－１－４：２００４に規定される亜鉛被覆板（亜鉛めっき鋼板、亜
鉛被覆量３５０ｇ／ｍ２）を、粒度＃２２０のシリコンカーバイド砂を用いた研磨紙を使
って乾式研磨した。研磨後の亜鉛めっき鋼板はキシレンにより表面を洗浄し、清浄な状態
に調整したものを試験板とした。
【００４２】
　調整後の試験板に対して、上記硬化剤を直前に主剤と混合したエポキシ樹脂塗料組成物
を刷毛にて乾燥膜厚６０μｍになるよう塗装し、室温環境下にて２４時間乾燥させた。次
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いで、上塗塗料として弱溶剤形ふっ素樹脂系上塗塗料「Ｖフロン＃１００Ｈスマイル上塗
」（大日本塗料（株）製）を刷毛にて乾燥膜厚３０μｍになるよう塗装した。２４時間後
、試験片の裏面および周辺に、試験に影響がないように同じ塗料で塗り包み、同環境下に
て６日間乾燥させた後、以下に示す各種試験に供した。
【００４３】
（１）付着耐久性の評価
　上記方法にて作製した試験片を、－３０℃定温３時間、昇温３時間、７０℃定温３時間
、降温３時間の１２時間が１サイクルとなる温冷繰返し試験に供し、塗膜の付着耐久性を
評価した。尚、環境中相対湿度は常時９０％ＲＨ以上に保持した。
【００４４】
　本試験開始から５０サイクルおよび１００サイクル経過後の塗膜について、塗膜外観の
変状程度を評価した。なお、判定基準は以下のように設定した。
　＜塗膜変状判定基準＞
　　　　　○：試験後の塗膜外観に一切の変状を認めなかった。
　　　　　×：試験後の塗膜に膨れ、さび、割れ、はがれ等の変状を認めた。
【００４５】
　また、塗膜の付着力をエルコメーター社製アドヒージョンテスターにより測定した。加
えて、ＪＩＳ－Ｋ５６００－５－６：１９９９「付着性（クロスカット法）」に準じて、
塗膜に対して２ｍｍの間隔で格子状の切り込みを入れ、テープ剥離試験による付着性評価
を行った。それぞれの判定基準は以下のように設定した。
　＜付着力判定基準＞
　　◎：＞７．０ＭＰａ
　　○：２．０～７．０ＭＰａ
　　×：＜２．０ＭＰａ
　＜碁盤目付着性（クロスカット法）判定基準＞
　　○：分類０～１（評価後の塗膜の剥離率が５％以下）
　　×：分類２～５（評価後の塗膜の剥離率が５％超）
【００４６】
（２）防食性評価試験
　上記方法にて作製した試験片に対して、ＪＩＳ－５６００－７－９：２００６の７．５
（切り込みきずの付け方）に準じて、素地に達する交差状の切り込みきずを付け、ＪＩＳ
－５６００－７－９「サイクル腐食試験方法」に規定されるサイクル腐食性試験（サイク
ルＤ）に供した。
【００４７】
　本試験開始から１２０サイクルおよび２４０サイクル、３６０サイクル経過後の塗膜に
ついて、塗膜外観の変状程度を上記塗膜の耐久性と同様の判定基準で評価した。加えて、
切り込みきずからの塗膜変状幅を以下の判定基準で評価した。
　＜きず部変状幅判定基準＞
　　◎：＜２．０ｍｍ
　　○：２．０～３．０ｍｍ
　　×：＞３．０ｍｍ
【００４８】
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【表１】

【００４９】
　表１に示した結果から、ウレタン変性アミン化合物を硬化剤中に含み、かつリン酸塩お
よびホウ酸塩系防錆顔料を有する実施例１～６の塗料組成物は、亜鉛めっき鋼板に対する
付着耐久性に優れ、比較例１～４と比較し長期にわたり良好な塗膜付着力を維持している
ことが判る。
【００５０】
　また、同塗料組成物は亜鉛めっき鋼板上において高い防食性を示し、きず部変状幅の評
価結果から、特に切り込みきずにより露出した亜鉛めっきの劣化を抑制する効果を認めた
。
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